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ヨスジハゼ〃"Qg/OSS鯛加伽加（ＲＥGAN）

の繁殖習‘性と卵内発生

四宮明彦*'・土屋隆文*2・今井貞彦*’

ReproductivebehavioroftheGoby
Rz"Qgんssz4s加伽伽（ＲＥGAN）

AKIHIKoSHINoMIYA*１，TAKAFuMITsucHIYA*２andSADAHIKoIMAI*１

Abstract

ReproductionofPαγ蝿加“jα”α“(ＲＥGAN）obtainedfi･omIshigakilsland,Okinawawas

observedinthe60-litremarinewateraquariainthelaboratoryduringJunetoOctober,1980．

ＴｈｅｍａｌｅｉｓｏＨｍｓｉｖｅｔｏｋｅｅｐｈｉｓｔｅｒｒｉtoryintheaquariumbythelateraldisplay，spreading
allfins・Reproductivepatternisgenerallysamewithmanysmallgobies・Byleadinghertothe
nest,herepeatshaltandapproachtoher,andshakesheadfi･ｏｍｔｉｍｅｔｏｔｉｍｅ,ｗｉｔｈspreadingthe
firstdorsalandanal・

EggsarefUsifbrm，１．０３mminlengthwithabundleoffilamenｔａｔｏｎｅｅｎｄ・Ｔｈｅｙｈａｔｃｈ３ｏｒ
４daysafterthespawningat26-29oC・Thehatchingoccursaftersunset、Newlyhatchedlarvae
are１．８ｍｍlong．

緒 言

ヨスジハゼ，ＲzγjQgjbsszjstae伽趣Ｓ（REGAN）は，熱帯・亜熱帯域に生息する小型で’

岸．中層性のハゼ類の１種である．ＲＥGAN（1912）による原記載の後，阿部（1939)，富Ｉ

ヨスシハゼ，”γZQgZOSSZjSZae7ZZα”Ｓ（ＫＥGAN）は，熱帯・亜熱帯域に生息する小型で，沿

岸・中層性のハゼ類の１種である．ＲＥGAN（1912）による原記載の後，阿部（1939)，富山・

阿部（1958）により，パラオ産の標本について記載がなされている．

日本では鈴木（1978）が沖縄県石垣島のシタフキ川で採集し，生体のカラー写真を掲げ標

本の特徴について簡単に述べたのが最初である．

ヨスジハゼと同属のサツキハゼ，Ｒ伽加ToMIYAMAについては，道津（1958）が人工

授精を行ない，卵内発生，仔稚魚の形態について述べた．ヨスジハゼについてはその生活史

に関する報告は少なく，産卵習‘性，卵内発生等については，これまで全く知られていない．

筆者らは1979年11月，石垣島川平湾で採集された９個体を室内飼育したところ，順調に成
育を続け，翌年には数回にわたる産卵が観察できた．ここに本種の繁殖習性および卵内発生
について報告する．

*’鹿児島大学水産学部海洋生物学研究室LaboratoryofMarineBiology，FacultyofFisheries
KagoshimaUniversity

*２三洋水路測量株式会社東京都港区新橋5-23-7SanyoSuiroSokuryoCo.，LTD､５－２３－７，
Shinbashi,Minato-Ku,Tokyo,１０５Japan
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材 料と方法

親魚とその飼育脱魚は1979年l1jj，沖純ﾘﾑ石虹島川平湾のタイドプールで，小型追い込

み綱で採集した雄６尾（全長40.6～46.2ｍｍ)，雌３尾（全長36.9～37.3ｍｍ）であった．こ

れらの親魚は体長，斑紋，各鰭の形等から個体識別を行なった．

飼育水槽は６０×30×30ｃｍの総ガラス製で，底部には海砂を約５ｃｍの片喧に蚊き，そ

の中に市販の底面口過桝を設侭した．巣材として拳大の石，石サンゴ塊およびガラス特ピン

(内径１０ｍｍ,長さ４５ｍｍ,外周をビニールテープで覆ったもの）を入れた．飼育水は塩分濃

度約35%･の全海水を使用した．水ｲﾘﾘは北側をガラス窓とした室内にあり，人工照り1として，

水梢の真上から２０Ｗ蟹光灯１個を用いた．点灯時間は通常９時から18時であった．観測期

間中（1979年10月～1981年３ｊｊ）の飼育水温は，23.1～29.9.Ｃであった．餌はArtemiaの幼

生と稚魚用人工配合飼料を伽１，ノ'二IMiとﾉ|亀後にそれぞれ飽食量与えた．

繁殖行動と卵内発生の観察繁航行動の観察は主に目視観察により，適時３５ｍｍ写真倣

影やカラーＶＴＲの録画を行ない，行動型の解析に用いた．卵内発生については，1980年７

月26日に産卵したものを川い，MiiliIi装iiftでスケッチした他，写真倣影を行いその補いとした．

結 果

二次I性徴と婚姻色雌雄の形態差は，体長，第一背鰭，尾鰭，ノヒ殖突起に皿杵に呪われる
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Fig,LPariogJ0皿(ｓｌＩａ‘"jα“ｈ･omKapiraBay・Ishigakilsland､Japan・

Above､ｍａｌｅ３３・ＯｍｍｉｎＳ．Ｌ、Below，ｉｂｍａｌｅ３０､８ｍｍｉｎＳ．Ｌ，
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(Fig.１)．６尾の雄が全て全長４０ｍｍを越えているのに対し（最大４６．２ｍｍ)，雌は３尾共

37ｍｍ前後と小さかった．雄の第一背鰭は大きく，特に第３，第４練条が長く突出している

が，雌では第一背鰭は小さく，突出した練条もない雄の尾鰭の上葉と下葉の末端が延長し，

後縁中央部の凹入が大きいが，雌では上・下葉の延長もなく，後縁部の凹人も小さい．生殖

突起の形状は，一般のハゼ類にみられるように，雄では細長い筒状であるのに（Fig.２－Ａ)，

雌では太く短い（Fig.２－B)．

《認

《：

Ｆｉｇ．２．UrogenitalpapillaofmaturemaleandflemaleinPαγjQgﾉ０３s“ﾉαβ"j"“．
Ａ，male． Ｂ，memale．

産卵期の雌は脹らんだ腹部の両側に，濃紺色の弧状縦線が観察されたが，雄には全くみら

れなかった．また多くのハゼ類の雄に現われる体色・鰭膜の黒化は，闘争時にだけ，薄く出
現するのが観察された．

繁殖習』性の概要本種の水槽内産卵は７月中旬に始まり，１０月上旬に一旦終了した（この

間無加温)．水温の低下に伴い，１０月下旬からヒーターを使用して水温を25.Ｃに保った結果，

12月に２回の産卵がみられた（Tableｌ)．産卵期間中の水温は23.1～29.9ｏＣで，水温が23.Ｃ

以下になると活動が鈍り，産卵も終了した．同一水槽に入れた９尾のうち，産卵に関与した

雄はＭ２とＭ１，雌はＦ､６とＦ､７だけであった．Ｍ､２は観察期間中を通じて，最も優

位な雄であり，巣材として入れたガラス管ピンを中心に，水槽の約1/6をなわばりとし，１０

回の産卵中９回まで関与した．例外の１回は，Ｍ２が卵保護中（前日にＦ､６と産卵）のす

きを突いて，Ｍ１がＲ７と産卵を行なった．産卵はいづれも日没後に限られ，主に18時か

ら21時頃であった．１回の産卵数は500～900個で，卵は管ピンの内壁全面に産みつけられて

いた．１０回の産卵例中４回は親魚が食卵してしまい，ふ化に至ったのは６回であった．

繁殖行動繁殖行動は，産卵前行動，産卵行動，産卵後行動の３つに分けて記載する．

１）産卵前行動産卵前行動は，営巣行動と求愛行動より成る．営巣は雌が関与すること

はなく，すべて雄が行なった．営巣行動は産卵床の選択，確保，巣内の掃除から成る．営巣

中の雄は巣内の異物（砂粒）を巣外に運ぶ，口で巣の壁面をかじりとるようにして異物を取
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り除く，産卵床に腹部を密着させて前進する，胸鰭を交互に強く動かして巣内に水を送り込

む，等の動作を繰り返し行なう．また巣に近づく他の個体に対して追尾と威嚇を行なう．

産卵床を整えた雄は，求愛行動に移る．雄は成熟の進んだ雌を追尾した後，数ｃｍ接近し

ては停止し，再び数ｃｍ接近しては停止する動作を，かなり速い速度で数回行なう．停止の

動作中，雄は第一背鰭を閉じ，第二背鰭と瞥鰭を大きく広げて雌に誇示する（Fig.3-Ａ)．さ

らに雄は雌の前方または側方にまわり，頭部を左右に数回振る動作を数回行なった後，反転

して巣に向って泳ぎ，雌はこれに追従する（Fig.３－B)．雄は先に巣に入って雌を待つが，

雌が入って来ない時には，巣内で反転して巣の入口で再び頭部を振る（Fig.３－C)．これに応

じた雌が人巣することで番いが形成される．以上の一連の行動中，雌が追従をためらったり，

入巣しない場合には，雄は再び営巣行動や求愛行動を繰り返す．

番いを形成した雌雄は，半日ないし１日巣ごもりの状態を続ける．この間２尾ともに静止

している時間が長いが，ときおり雄は雌の腹部をおさえつけたり，体をくねらせる動作を行

なう．産卵が近づいた日の日没頃には，雌雄共にこれらの動作が活発になり，雌は特に背腹

逆位で体をくねらせるのが観察された（Fig.3-,)．

２）産卵行動産卵は完全な日没後に始まるが，巣が小さくて奥まで観察することがむず

かしく，細かい動作については確認できなかった．産卵に際して雌は，卵を規則的に産みつ

けるのではなく，最初は内壁全体にばらばらに産み，序々に空いている壁面を埋めるように

産卵した（Fig.3-E)．産卵は30分から１時間30分くらいで終了し，雌が巣を離れた．産卵途

中に大きな刺激（光・音等）を与えると産卵を中止したり，食卵したりした．

３）産卵後行動産卵後の卵保護は，すべて雄が行なった．卵保護の行動としては，営巣

行動で示した，口で巣の壁面をかじり取るようにして異物を取り除く動作や胸鰭を交互に強

く動かして巣内に水を送り込む動作の他に，体をくねらせる動作や巣の外を警戒する動作を

盛んに行なった．卵保護中に他の個体が近づくと，追尾や威嚇によりすべて追い払った

(Fig.３－F)．卵がふ化し，巣を離れても，雄はふ化仔魚を保護する動作は示さなかった．繁

殖行動についての行動目録をFig.４に示した．
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Fig.４．EthogramonthereproductivebehaviorofRzr蝿加"ｓｊａｅ伽#“・

Zigzagarrowsindicatetheorderofappearanceofeachmovement．

体を垂直に立て，相手に体側を向け，すべての鰭を大きく広げて体をくねらせる動作である．

威嚇の際体色は黒ずみ，体側の暗色縦帯は目立たなくなる．これらの動作は「なわばり」の

防衛かまたは産卵期に雌を争う時にみられた．

卵の形態と卵内発生卵は沈性付着卵で，卵膜の形態は楕円形をなし，末端には付着糸叢

がある．卵膜の長径は1.01～1.05（平均1.03ｍｍ)，短径049～0.54ｍｍ（平均0.52ｍｍ)で

であった．卵発生の各段階の形状はこれまでに知られているハゼ科の卵と大差なく，同属の

サツキハゼに類似する．卵黄内の小油球は２細胞期からふ化直前までの各段階について，か

たまっていたり，散在していたりで一定しない．また卵発生後期になって，これらの小油球

が合一することもなかった．授精よりふ化まで要した時間は，水温26～29.Ｃで75-95時間で

あった．

卵内発生の概要は，受精10分後，２細胞期（Fig.５－A).３５分後，４細胞期（Fig.5-B)．１時

間後，１６細胞期（Fig.５－C)．１時間30分後，桑実期．２時間30分後，胞旺期．５時間後，嚢

旺期，旺盤は卵黄の1/2を覆う（Fig.5-,)．１０時間後，原口閉鎖（Fig.５－E)．１２時間30分後，

旺体は眼胞を形成．１９時間後には２筋節が明らかとなる．２３時間30分後，旺体は10筋節を数

え，尾部にはクッパー氏胞が出現する（Fig.5-F)．２８時間後，耳胞および眼球形成．４６時間

後，脳の分化，心臓の形成，耳胞中に耳石が出現する．５５時間後，眼に黒色素胞が沈着を始

め，旺体にも小黒色素胞が多数散在し，心臓は樽動を開始する（Fig.５－G)．６８時間後には
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ふ化し始めるものがでてくる（Fig.５－Ｈ)．ふ出孔の形態は，卵膜先端1/3の部分から横断し

たものであった（Fig.5-1)．

［

乙鍛-.…..………扇.､．．●
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Ｂ
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Ｆｉｇ．５．DevelopmentofeggsandlarvaeofP・ノαe"jα“．

Ａ、２－cellstage,ｌＯｍｉｎ､aBterfertilization．Ｂ，４－cellstage,３５ｍin.Ｃ，８－cellstage,５５ｍin．

Ｄ･Blastulastage，２hrs，３０ｍin．Ｅ・Blastporeclosed，ｌＯｈｒｓ．Ｆ・Myotomeibrmation，
l9hrs．Ｇ・Braindi碇rentiationandheartfbrmation，２otolithsareineachearvesicle，
46hrs．Ｈ・Embryojustbefbrehatching,６８hrs、１．Emptyegg-membranewithahatch‐

ingcleft,aftertheembryohatchedout．』・Larva,justhatchedout・Ｌ８０ｍｍｉｎｔｏｔａｌ
ｌｅｎｇｔｈ．



254 鹿児島大学水産学部紀要第30巻（1981）

ふ化仔魚と飼育の試みふ化直後の仔魚は全長1.80～1.83ｍｍで，虹門は体中央よりやや

前方に開口，かなりの卵黄が残っており，この背部に黒色素胞を伴う鰐がある（Fig.５－J)．

体尾部の背正中線上には相接して４，５個の小黒色素胞があり．虹門後方の腹正中線上に４，

５個の黒色素胞が広がっている．また虹門部，腹腔背面にも小色素胞が散在している．体側

には第９～20筋節にかけて小色素胞群が散在する．筋肉節数は10＋16＝26である．

ふ化仔魚は，シオミズツポワムシや稚仔魚用配合飼料を与え，飼育を試みたが，摂餌がみ

られず，ふ化後２～４日ですべて姥死した．

論 議

鈴木（1978）は，石垣島から本種の日本新分布を報じたが，その際得られた標本が，富

山・阿部（1958）の記載とは以下の点で異なっていることを指摘した．それは第一背鰭の基

部に，記載にはない黒色斑紋があり，尾鰭は記載のように卵形ではなく，後縁中央が深く凹

人することであった．これらの特徴は，今回の産卵親魚でも同様で，さらに第一背鰭基部の

暗色斑は，生時中央部が青緑色であること，第一背鰭では，第４燕ではなく第３疎が最長で

あること，などが観察された．ＲＥGAN（1912)，富山･阿部（1958）で記載された標本は，各

各体長２４ｍｍ,２５ｍｍ,３０ｍｍと小さいものである．したがって，主に二次‘性徴とみなされ

る上記の特徴が出現していなかったと考えられる．

本種は石垣島のシタフキ川の，満潮時には汽水となる河口域で，本種と同属のサツキハゼ

と混合群をつくっていた（鈴木1978）のが観察されており，あるいは汽水性の魚類であるか

のように考えられた．しかし，九州でのサツキハゼの生息地が淡水の流入の少ない澄んだ内

湾の汀線付近であること（道津1958).今回の実験魚を採集した石垣島川平湾のタイドプール

は，全く淡水の流入がなく，近くにも流入河川が見当らぬこと．等から，本種の飼育を全海

水下で行なったところ，４尾の親魚が合計10回産卵した．このうち親魚の食害を受けなかっ

た卵は正常にふ化した．したがって，本種の汽水域との関連は少なくとも産卵習性に関して

は無いものと考えられる．

産卵は７月中旬に始まり，１０月初旬まで続いたが，水温の低下と共に中断した．ヒーター

による加温の結果，再び産卵適温下に飼育した親魚は，１２月初～中旬に産卵を再開した．こ

の結果から，本種にとっての産卵条件としては，２３ｏＣ以上の水温が必要なことが推察され

る．

本種の産卵行動で特徴的なものは，雄の求愛行動のうち，１）雌への接近と停止を繰り返

しながら第二背鰭と啓鰭を誇示する動作，２）誘導の際，頭部をすばやく左右に振る動作，

であった．（一方，本種のなわばり雄が示す威嚇の動作は，垂直に立てた体の側面を相手に

向けつつ，全ての鰭を大きく広げて体をくねらせるものであった.）本種の産卵習性を観察

した1980年７月～９月までの間，サツキハゼを鹿児島湾内の桜島タイドプールで採集し，比

較のため本種と同様の水槽で飼育実験を行なった．サツキハゼは結局産卵には至らなかった

が，数回，雄による求愛行動が観察された．この動作は，１）の動作に近いが，サツキハゼ

では，第二背鰭と瞥鰭の他に第一背鰭も広げ誇示する点が異なっていた．またこの動作は，

桜島タイドプールにおけるサツキハゼの野外観察中にも確認することができた．
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このように同所で生息する近縁の魚種が，その求愛動作において基本的には似ているが，

明らかに異なった方法をとることは，種分化に果たす役割の点で極めて重要なことであろう．

要 約

1.1979年11月～1981年３月，沖縄，石垣島川平湾産のヨスジハゼの成魚９尾（合６：早3）

を６０Jの室内小型水槽に飼育した．６月中旬～10月初旬に８回,１２月に２回の産卵が観察さ

れた．

2．二次性徴としては，雄が大きく，より大きな第一背鰭では，第３，第４練条が突出する．

尾鰭の上葉と下葉の末端が延長し生殖突起の形状も異なる．

3．多くのハゼ類のように雄が主導的に営巣，求愛して雌に産卵させ，ふ化までの保護にあ

たる．水槽内では，同性間で闘争を行なう．

4．雄の求愛動作は，雌への接近と停止を繰り返しながら第二背鰭と腎鰭を誇示した後，側

方へまわり，頭部を左右に数回振るものである．この動作は同属のサツキハゼのものと基本

的には似ているが，細部では異なる．

5．産卵に先立ち，１，２日間のｒ巣ごもり」がみられる．

6．日照時間を一定にした飼育下では，２３°Ｃ以上の水温が産卵の条件であった．

7．成魚は河口の汽水域にも見られるが，産卵は全海水下でも充分行ない得る．

8．卵は長径1.03ｍｍ,短径0.52ｍｍの紡錘形で長軸の一端に付着糸叢を持つ．１回に400～

800個の卵を産出する．

9．卵は２６～29ｏＣで約３，４日かかってふ化する．産卵時刻は日没後～夜間であるがふ化時

刻は一定していなかった．

10．ふ化直後の仔魚は全長1.8ｍｍ内外で，体後部の背腹正中線上に各々４，５個の黒色素胞

を持つ．ふ化仔魚は，飼育を試みたが，ふ化後３～４日ですべて姥死した．
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